
の
変
形
が
著
し
く、
補
修
に

は
加
熱
矯
正
工
法
を
逮
択
し

た。
同
工
法
は
ガ
ス
を
用
い

連
続
銅
単
て
銅
部
材
を
加
熱
し、
油
圧

鋼
単
純
下
ジ
ャ
ッ
キ
に
よ
る
矯
正
作
業

橋、
3
径
を
練
り
返
す
方
法。
変
形
を

成
板
桁
橋
戻
し
た
上
で
当
て
板
に
よ
る

こ。t

補
弾
を
行
っ

9
月
の
新

日
綜
産
業
の
先
行
床
施
工

影
響
で
損
式
フ
ロ
ア
型
シ
ス
テ
ム
吊
り

傷
し、
補
修・
老
朽化
対
策
足
場
（
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ）

工
事
と
し
て
19
年
12
月
に
着
も
採
用
し、
作
業
の
安
全
性

工
し
た。
エ
期
は
22
年
3
月
に
も
配
慮
し
た。

橋
桁
の
構
造
に
関
わ
る
軍

ー
日。全

体
の
中
で
も
p
4
S
5
要
な
個
所
で
あ
る
こ
と、
所

間
の
ラ
ン
ガ
ー
稿
で
は
銅
桁
在
が
只
見
町
と
い
う
豪
雪
地

加
熱
矯
正
工
法
で
補
修
し
た

撫
桁

イ
ト
日
本
技
術
開
発
と
の
協

議
を
綿
密
に
行
っ
た。

施
工
中
も
3
者
に
よ
る
確

帯
な
上
に
出
水
期
も
あ
り、
認
立
ち
合
い
を
行
う
な
ど
打

施
工
期
間
が
限
ら
れ
る
こ
と
合
せ
を
重
視
す
る
こ
と
で、

な
ど
か
ら、
槙
重
な
事
前
検
同
工
法
に
よ
る
工
事
を
完
成

尉
を
行
う
と
と
も
に、
受
発

せ
た。

注
者
問
お
よ
び、
設
計
の
エ

関
本
竜
二
専
諮
取
締
役
は

「
県
内
で
も
施
工
例
の
少
な

い
工
法
で
不
安
は
あ
っ
た

が、
無
事
に
進
め
ら
れ
自
信

に
つ
な
が
っ
た。
今
後
も
新

し
い
技
術
を
取
り
入
れ
な
が

ら、
若
手
技
術
者
の
育
成
も

進
め
て
い
き
た
い」
と
招
貧

を
述
べ
た。

福島建設工業新聞　令和3年12月24日
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多
方
市
の
環
境
建
設

（
関
本
榮
次
代
表
取
締
役）

は 、

県
内
で
も
実
例
の
少
な

い
加
熱
矯
正
工
法
を
採
用
し

た
只
見
町
の
国
道
2
5
2

号

寄
岩
橋
補
修
工
事
現
場
を 、

21
日
に
公
開
し
た 。

寄
岩
橋
は 、

1
9
6
0
年

に
建
設
し
た
只
見
町
寄
岩
地

内
の
只
見
川
に
架
か
る
橋
長

2
4
9.
7
認 、
幅
員
6
(
6.

6)

認
の
橋
梁
で 、

上
部
エ

形
式
に
銅
単
純
合
成
飯
桁
橋

4
連 、

銅
単
純
下
路
式
ラ
ン

環境建設

事例僅少の
加熱矯正を採用

寄岩橋の補修工只見町

ガ
ー

桁
橋 、

銅
単
純
合
成
飯

桁
橋
3

連
を
採
用
し
て
い

る 。

今
回
の
工
事
は 、

2
0

1
1

年
の
新
泥
•

福
島
豪
雨

で
主
桁
が
著
し
く
変
形
し
た

こ
と
か
ら 、

補
剛
桁
補
修
と

ア
ー

チ
や
桁
部
分
塗
装 ‘

支

承
防
水
処
理
な
ど
の
補
修
工

一

式
を
行
う
も
の 。

発
注
者

は
福
島
県
南
会
津
建
設
事
務

所
で 、

設
計
は
エ
イ
ト
日
本

技
術
開
発
が
担
当
し
た

C

橋
梁
構
造
上
の
重
要
箇
所

で
あ
る
89
.

[
｛

屈
の
主
桁

は 、

只
見
川

の
流
心
部
分

に
位
置
し
て

お
り 、

架
設

足
場
の
た
め

の
ベ
ン
ト

支

持
が
出
来
な

い
こ
と
や
主

要
路
線
で
通

行
止
め
が
で

き
な
い
こ
と

が
課
題
だ
っ

た 。

こ
の
た

施
工
前
の
変
形
箇
所 め 、

施
工
中
で
も
通
行
可
能

な 、

ガ
ス
に
よ
る
加
熱
・

油

圧
ジ
ャ
ッ
キ
で
矯
正
し
当
て

板
補
強
を
行
う
「
加
熱
矯
正

工
法」

で
補
修
し
た 。

さ
ら

に 、

日
綜
産
業
の
フ
ロ
ア
型

シ
ス
テ
ム
吊
り
足
場
「
ク

イ
ッ

ク
デ
ッ
キ」

を
採
用

し 、

足
場
面
稼
を
広
く
確
保

し
施
工
性
を
高
め
た 。

関
本

竜
二
常
務
取
締
役
は
「

事
例

が
少
な
い
工
法
か
つ
自
社
で

初
め
て
取
り
入
れ
る
施
工
方

'

：

こ
��
：�

�

1

法
だ
っ
た
の
で 、

関
係
者
ら

と
慎

重
に
協
議
検
討
を
重
ね

施
工
を
進
め
た」
と
話
し
た 。

工
期
は
22
年
3
月
31
日

で 、

き
ょ
う
(
24
日）

中
間

検
査
を
行
い 、

22
年
1
月
下

旬
に
竣
工
検
査
を
行
う
予
定

だ 。

関
本
常
務
は
「
今
後
も

新
技
術
を
積
極
的
に
導
入
し

技
術
力
を
高
め
る
と
と
も

に 、

施
工
現
場
環
境
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い」

と
抱
負
を
述
べ
た 。

差
芯．．
 だ
和
5
"
ぐ

加
熱
矮
正
と
当
て
板
補
強
後

建設新聞　令和3年12月24日
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